
 

 

2022 年 12 月８日 

エアロセンス株式会社 

自社開発の国産産業用ドローンとクラウドサービスを通じてさまざまなソリューションを提供するエアロセンス株式会社

（所在地：東京都文京区、代表取締役社長：佐部浩太郎、以下「エアロセンス」）は、2022 年 12 月上旬に

鳥取県鳥取市で実施した、ドローンによる医薬品と食料品の物資輸送実証実験において、VTOL 型ドローン「エアロ

ボウイング」（AS-VT01）の機体提供と運航を行いました。 

 

 

 

当プロジェクトは「鳥取県デジタルグリーン物流推進補助金」を活用した、鳥取県初の試みであるドローン物流実証

実験で、2022 年 10 月中旬に 1 回目を実施し、今回は 2 回目となります。当実証実験はドローン輸送における航

路設定のため地域連携を図ることも目的としており、エアロセンスを含む以下の各社が当実証実験に参加しています。 

 

株式会社 NEXT MOTION：プロジェクトマネージャー、ドローン運航管理 

有限会社徳吉薬局：  二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助事業共同事業者、医薬品提供 

株式会社トルビズオン：  プロジェクトアドバイザリー、上空シェアリング sora:share 

鳥取県：   鳥取県デジタルグリーン物流推進補助事業 

鳥取市：   二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助事業共同事業者、地域調整 

エアロセンス株式会社：  機体提供、運航 

 

前回の実証実験ではマルチコプター型のドローン（エアロボ AS-MC03-TBox）を利用し、およそ 5km の距離を約

エアロセンス、鳥取県鳥取市で実施された 

医薬品と食料品の物資輸送実証実験において、 

VTOL 型ドローン「エアロボウイング」の機体提供と運航を実施 

 

 

報道関係者各位 

実証実験に提供したエアロセンスのドローン 

エアロボウイング AS-VT01 
実証実験中の様子 



 

エアロセンス株式会社について 

2015 年設立。「ドローン技術で変革をもたらし、社会に貢献する」をミッションに、高い技術力から生み出されるユニークな

ハードウェアとソフトウェアのソリューションを測量・点検・監視・物流などの分野で展開。ハードウェアの設計からクラウド・デー

タ解析まで自社内の開発体制をフルに生かし、現場の方々がボタン一つで簡単に仕事を進めることができる “One push 

solution” を提供しています。受託開発や現場で実証実験などを行い、各企業に新たな価値（働き方）を創ります。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

エアロセンス株式会社 広報 

TEL: 03-3868-2551 Email: contactus@aerosense.co.jp 

 

10 分で医薬品の輸送に成功。今回は長距離・短時間で輸送を行う目的で、エアロセンスの VTOL 型ドローン「エア

ロボウイング」が選ばれました。 

 

今回の実証実験における飛行経路は以下の通りです。（以下飛行ルート図参照） 

① 【A 地点】千代川河川敷（古市スポーツ広場）～【B 地点】トリノス神戸（旧神戸小学校）（約 11km） 

② 【B 地点】トリノス神戸～【C 地点】鳥取市立江山学園（約 5.3km） 

 

実証実験はA 地点の千代田河川敷から、B地点の

トリノス神戸まで約 11km の空路をドローンで医薬

品を輸送。その後、B地点のトリノス神戸から C地点

の江山学園までの約 5.3km は食料品を輸送しまし

た。Ａ地点の千代田河川敷からＢ地点のトリノス神

戸まで約 11km の距離を約 13 分、B 地点のトリノ

ス神戸から C 地点の江山学園まで約 5.3km の距

離を約 8 分で輸送し、長距離かつ短時間での物資

輸送においては VTOL 型のドローンが有効である

ことが実証されました。 

 

エアロセンスの「エアロボウイング」は国内のドローン業

界初となる垂直離着陸型固定翼ドローンとして

2020 年10月に発売し、同機は既に広域・長距離

での監視業務などにさまざまな企業や自治体などで

活用されています。航続距離は最長 50km、最高

速度 100km/h、最大積載可能重量は 1kg で、 

長距離および短時間の物資輸送にも適しています。 

 

この試験を通じて、課題や採算等を含めた実現性を検証すると同時に、地域に向けたドローンに対する社会受容性

を高める活動を継続する予定です。 

 

エアロセンスはこれまで環境省や国土交通省等が実施する物流実証実験に協力した実績を持ち、高い機体性能や

信頼性が認められています。2022 年 12 月 5 日、改正航空法が施行され有人地帯で目視外飛行が可能となるレ

ベル 4 の解禁に伴い、今後も同様の実験に積極的に協力することでドローン物流の普及と実装に貢献してまいりま

す。 

 

今回の実証実験の飛行ルート 
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